「北京自由貿易区への進出、ダブルカーボンの
チャンス共有交流オンラインサロン」
招待状

謹啓　　　　　　：
2022年は北京自由貿易試験区が正式に設立された2年目で、北京開放の歩みはますます力強くなり、広大な市場チャンスは引き続きグローバル企業の現地提携を誘致しています。水素エネルギーは、エネルギーの転換と深度脱炭素化を実現するための最適な選択肢です。持続可能な発展理念とクリーンエネルギー技術の絶えず普及に伴い、北京は独特な優位資源と発展空間で、積極的に国際協力を求め、中国の「二酸化炭素排出量ピークアウト」、「カーボンニュートラル」目標の達成に助力しています。北京市政府が発表した産業発展計画によると、2025年までに国際的な影響力のある水素燃料電池自動車産業チェーンのリーディングカンパニー5~10社を育成し、水素燃料電池自動車の累計普及台数が1万台を突破し、水素燃料電池自動車全産業チェーンの累計生産額が240億元を突破することを目指しています。
開放的な政策ボーナス、持続的な成長需要により、北京は世界の新エネルギー・新技術の大手企業や良質なプロジェクトとリンクする最も人気の都市となっています。主催者は2月28日（月）午後、北京時間14：00~15：00、東京時間15：00~16：00に、北京・東京で同時に「北京自由貿易区に足を運び、二酸化炭素排出量ピークアウト・カーボンニュートラルの先制のチャンスを共有する」オンラインサロンイベントを開催する予定です。国際社会の新型コロナウイルス感染症対策が常態化した情勢の中で、日本の水素エネルギー産業関連分野の企業、機構との専門交流や市場とのドッキングを強化し、北京自由貿易区先端産業エリアの開放の優位性、中日イノベーション協力モデル区、大興国際水素エネルギーモデル区の産業集約の優位性をアピールし、現地協力のビジネスチャンスを探すよう努めます。
会議の具体的な日程は以下の通りです。
一、活動時間：合計60分
北京時間2022年2月28日（月）午後14:00~15:00
東京時間2022年2月28日（月）午後15:00~16:00
二、サロンのテーマ：北京の「両区」に足を運び、「二酸化炭素排出量ピークアウト・カーボンニュートラル」の先制のチャンスを共有

三、主催機関：市「両区」弁公室
大興区政府
北京市科学技術研究院
運営機関：北京市科学技術研究院 国際と区域協力センター
北京中日イノベーション協力モデル区
大興水素エネルギー国際モデル区
四、参加企業：中日水素エネルギー及び関連する新エネルギーの応用、研究開発、貿易関係の代表企業約20社
五、活動形式
オンライン：政策宣伝、産業ドッキング、交流インタラクティブ
会議リンク：zoomプラットフォーム
オフライン：北京中日イノベーション協力モデル区、大興水素エネルギー国際モデル区
会議言語：中国語と日本語の同時通訳
六、議事日程（北京時間）
特別司会者：「開放北京」プロジェクトの国際プロモーション責任者劉琳
14:00~14:05司会者によるテーマサロンの開始発表（5分）
（中外参加ゲスト、企業代表の紹介）
14:05-14:15北京の開放政策の紹介（10分）
14:15-14:30北京中日イノベーション協力モデル区、大興国際水素エネルギーモデル区の産業紹介及びサービス優位性の説明（15分）
14:30~14:40日中経済貿易交流の成果及び水素エネルギー産業協力の展望
（Jetro金京浩、10分）
14:40-14:50日本/日系企業によるシェア（10分）
14:50-14:55産業協力意向のドッキング交流（5分）
14:55~15:00司会者による会議成果のまとめ（5分）
15:00オンライン会議終了


会議参加申込書
（オンライン会議）

	名前
	所属・役職
	連絡先（電話・E-mail）
	合作意向があれば簡単な説明

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




ご視聴いただける方は、2月25日（金）正午12:00までに、上記フォームを
naoya.sawazu[at]jc-web.or.jp （日中経済協会　澤津）までご送付ください。
※[at]は@に変換してください。

追って、Zoomリンクをご送付申し上げます。

連絡先・問い合わせ先：北京市科学技術研究院 国際と区域協力センター
科技サービス部責任者　任蓉
電話：010-6616-1006

あるいは、日中経済協会業務部（担当：澤津、TEL: 03-5545-3113）にもご遠慮なくお問い合わせください。


添付：サロン活動に関する背景資料
1.北京自由貿易試験区
2020年9月、中国政府は北京自由貿易試験区を正式に設立し、総面積が119.68平方キロメートルで、科学技術イノベーションエリア、国際ビジネスサービスエリア、先端産業エリアの3つのエリアに分けられています。北京自由貿易区の設立は、北京の持続的な開放の体現であり、科学技術の革新、サービス業の開放、デジタル経済などの重点産業に焦点を当て、投資貿易の自由化・利便化を促進し、金融分野の開放革新を拡大し、デジタル経済発展の環境を革新し、優位産業を質高く発展させ、北京・天津・河北の協同発展の新たなルートを模索します。

２．北京自由貿易区先端産業エリア
先端産業エリアの総面積は39.49平方キロメートルで、北京大興国際空港の西側と北京経済技術開発区を含み、ビジネスサービス、国際金融、文化クリエイティブ、生物技術及び大健康等の産業を重点的に発展させ、科学技術成果の転換孵化地、戦略的新興産業の集約エリアと国際先端機能機構の集約エリアを建設します。

３．中日イノベーション協力モデル区
北京中日イノベーション協力モデル区は2020年12月に正式に設立され、中国初で唯一のイノベーション協力をテーマとする中日イノベーション協力モデル区です。園区は「生態+プラットフォーム」モデルを頼りに、イノベーション協力の初心を抱き、開放・共有の精神を履行し、産業チェーン、サプライチェーン、イノベーションチェーン、サービスチェーンなどの優位な資源を深く整合し、日系企業などの革新的な企業に政策支援、ビジネス環境、資本支援、専門保障などのイノベーションエコサービスを提供し、中日イノベーション資源の効率的な配置と企業エンパワーメントプラットフォームを構築し、日系企業の集約発展の新たな高地を築きます。

4．大興国際水素エネルギーモデル区
大興国際水素エネルギーモデル区は大興国際空港に隣接しており、北京中日イノベーション協力モデル区の重要プロジェクトです。1日当たり3.6トンの世界水素添加量最大のモデルステーション、体験展示ホール、科学技術パークをキャリアーとし、産業基金、企業連盟、特定項目政策、実践訓練基地などの総合産業サービスに支えられる水素エネルギー産業エコシステムを構築し、水素エネルギー産業の研究開発、試験、生産、生活を一体化するイノベーションエコロジーの建設に力を入れ、世界をリードする水素エネルギー科学技術交流と応用センターに向けて努力しています。
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